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　イランの国花はバラである。バラが香料用として栽
培されたのはイランが最も古く、バラ栽培の原点を探
るべく、イランを訪問した（詳細は本誌別稿を参照）。
そんなイランであるが、意外と知られていないのは、
チューリップの国でもあることだ。実は、イランの国
旗の真ん中に描かれているのはチューリップの花であ
る。そのチューリップは４つの剣と三日月を用いて描
かれており、イスラーム革命で亡くなった殉教者を象
徴しているという。
　写真のチューリップは、テヘランから東約 1000 ㎞
のマシャドにある大学の野外植物調査に同行した際、5
月 2 日に撮影したものである。マシャドから西に約 300 
km、北イランの山岳部でこのチューリップに出逢っ
た。北イランからコーカサスにかけて分布する、チュー
リップの野生種、チューリッパ・モンタナ（Tulipa 
montana  = T. wilsoniana）である。礫の多い乾いた山
の斜面に、群生せず広く散在し点々と咲いていた。ま
さに花の最盛期で、その赤い色がたいへん印象的であっ
た。標高は 2,000ⅿぐらいで、周辺には高木はなくまば
らに低木が生え、エレムルス属、アイリス属、アリウ
ム属などの球根植物を見ることができた。
　栽培種にはT. gesneriana の学名がつけられている
が、その起源ははっきり分かっていない。トルコやイ
ラン（ペルシャ）ではかなり長い栽培の歴史があり、ヨー
ロッパでのチューリップの栽培は、1554 年神聖ローマ
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帝国の外交官としてオスマン帝国シュレーマン大帝の
もとに派遣された Ogier de Busbecq が、トルコでの栽
培状況をヨーロッパに伝え、種子や球根を送った時に
始まるとされている。ヨーロッパに導入された当初か
ら、花形や花色が変化に富んでいたことからトルコや
イランで栽培の過程で表れた変わりものを選んできた
ものと思われる。筒井（1981）はガーデンチューリッ
プの発達史において、ヨーロッパ伝来以前の変異が蓄
積された時代をアラブ時代（gesneriana 形成期）と称
している。Mabberley（2008）の Plant-book に、イラ
ンでは 13 世紀以来チューリップが栽培されていて、花
色が複色の品種が存在したとある。萩屋（1970）が、T. 
gesneriana の多系統の品種と野生種との交雑親和性を
調査しているが、T. montana を用いていない。
　このようにT. montana  の栽培種への関わりは不明
であるが、本種はイラン北西部のトルコに近いところ
まで分布があるので、トルコにも自生すると思われる。
そのあまりにも艶やかな赤い花色とすっと伸びる花茎
から、私には栽培チューリップにも何か関わりがあっ
ても不思議ではないような気がしてならない。
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■ 表紙解説■
 

チューリップの自生する地域の風景 マシャド大学植物科学センター所蔵のTulipa montana の錯葉標本




